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豊富村は、甲府盆地の南部に位置し、北西を流れる笛吹川と東南に連なる御坂山塊の間に開

けた山川に囲まれた自然にあふれる村です。

また村の大半を占める曽根丘陵地帯には、古代遺跡が多数点在 していますし、古代・中世の

仏像や近世の信仰の証しである石造物をはじめ、天然記念物の樹木等、住人によって現在まで

大切に守られてきた遺跡や文化財があり、まさに文化財の宝庫といつてよいでしょうc

このような土地柄でありますが、近年、各種公共事業や民間の開発も盛んになってきました。

それに伴い、遺跡調査の機会も年ごとに増してきています。

本報告書は、平成14年度及び15年度に豊富村内で実施された各種開発に伴う埋蔵文化財有無

の確認調査をまとめたものです。

前田遺跡では、古墳の石室といった貴重な発見もあり、古墳時代の豊富村の歴史を語る上で

の好資料となることでしょう。

また、高部宇山平遺跡では方形周溝墓と思われる溝の中から、大小 1個ずつの壷が発見され

ています。

このようにいにしえの豊富村を垣間見る資料が調査の過程で見つかっております。

なお、今回の調査にあたり、ご指導・ご協力をいただきました地元地権者の方々をはじめ、

関係各位に厚 く感謝申し上げます。

本報告書が今後、有意義に活用されることを希望いたします。

2004年 8月 31日

豊富村教育委員会

教育長 萩 原 保 正
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1.本書は平成14・ 15年度に山梨県東八代郡豊富村内で発掘された遺跡調査の報告書である。

2.発掘調査及び出土品の整理は、豊富村教育委員会が実施した。

3.本書における出土品及び記録図面・写真は豊富村教育委員会が保管している。
4.本報告書の執筆・編集 。写真撮影は同野が行った。

6.本調査にあたり、山梨県教育庁学術文化財課及び豊富村各区の住民の皆様、地権者の皆様
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第 1図 調査遺跡分布図
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第 2章 前田遺跡の調査

第 1節 調査に至る経過
東八代郡豊富村大鳥唇宇前田に所在し、甲府盆地の南側に連なる御坂山塊から舌状に張り出

した曽根丘陵の一角である山裾の台地上に立地する。

当遺跡内で中山間地域整備事業による圃場整備事業が計画され、試掘及び一部調査区を拡張

した調査を実施した。調査面積は234ドである。

平成15年 3月 10日  発掘調査を開始

平成15年 3月 20日 発掘調査を終了

平成15年 3月 25日 南甲府警察署に遺失物発見届を提出

平成15年 3月 29日  山梨県教育委員会に発掘報告を提出

第 2節 調査方法及び基本層序
調査方法は、調査対象地に応じて 2× 2～ 16mの試掘坑や トレンチを12か所設定 し、それぞ

れに 1～ 12区 と名づけて掘り下げた。基本層序は次のとおりである。地表から第Ⅲ層までの深

さは20～ 50cm前後である。

なお、第 1～ 3区付近では、第Ⅲ層のソフトロームは見られなくなり、耕作により削平を受

けたものと思われ、第Ⅱ層の下部に第Ⅳないし第V層が表面に見えている。

第 I層 褐色土 (耕作土 )

第Ⅲ層 黄褐色ローム

第V層 明黄色ローム (いわゆる鹿沼土 )

第Ⅱ層 褐色土 (V層の土がプロック状に混入 )

第Ⅳ層 暗黄褐色ローム
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第 3節 検出した遺構と遺物
(1)第 1区の遺構と遺物

1号土坑

第 1区の南側で確認され、東側が調査区外であったために70cm拡張して土坑の全面を検出し

た。平面プランは、楕円形であり、東西幅146cm、 南北幅120cn、 深さ30cHlであり、床面は平坦

である。覆土は黒褐色土、黄掲色上、褐色上の 3層である。出土遺物は、縄文時代早期の土器

が数点出土した。また、長さ15cEl前後の礫が 2点ほど見つかっている。

1は貝殻腹縁文を施したいわゆる田戸上層式、 2は沈線文、 3は刺突を 1列に配す。

(2)す第 2・ 9区の遺構と遺物

4は第 2区の I層 より出土したもので、古墳時代前期の高郭接合部である。接合部径3.2cm、

色調は橙褐色である。外面はハケメ、郭部内面はミガキ、脚部内面はナデ調整である。誹は第

9Yの I層より出土したもので、縄文時代早期の上器破片で、波状の押型文を施す。

(3)第 12区の遺構と遺物

1号石室

第12区内で確認されたものである。はじめ、 2× 2mの試掘坑を設定して掘 り下げ、遺構 ら
しきものが確認されたので、遺構プラン全面を検出するように順次拡張していき、最終的に図

のような調査区プランとなった。この調査区を設定した地は、古墳の墳丘らしき特別な高まり

は見られず、偶然に設定したものである。

1号石室は、石室の主軸方位はN-47-Eで、床面海抜高度は350.4m。 西側に開口するが、
これは当地が西側に傾斜 し下がっていくという地形に影響されたものと思われる。奥壁部と側

壁基底部の一部の礫が残るのみで、耕作のために削平を受けたらしく、石室を構成する礫は、

ほとんど消失している。そのために石室構築当初、何段の石積みが構築されていたかは不明で

あるcし たがって、本石室が無袖か片袖かといった形態も不明である。しかしながら石室の掘

り方の規模、礫の配列具合から推察すると、無袖式石室であったのではないかと考える。

掘 り方は、東壁より290G阻のところで削平を受けている感じを受けたが、ちょうどそのあた

りで、北西コーナーらしき曲がりを確認できたので、掘 り方の全長としては290cmと してよい

と思われる。幅は170cmである。深さは10～ 15clllほ どである。床面には石は敷かれていなかっ

た。

石室の礫は奥壁に 4つ、西側の側壁に 2つ残 り、東側の側壁には残存していなかった。礫の

大きさは、長さ25～ 35cm、 幅15～ 20cm程度で根石としては小さい。

副葬品としては、掘 り方中央部の床面直上より5つの管玉が出上した。 6は碧玉製で、長さ

2.4cm、 直径0,7cm、 孔径0.1～ 0.4cm。 色調は濃緑色。 7は碧玉製で、長さ2.7cm、 直径0.55cll、

孔径0.3cHl。 色調は薄れた濃緑色.8は碧玉製で、長さ2.3cm、 直径0.7c■l、 孔径0.1～ 0.2cm。 色
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調は濃緑色。 9は碧玉製で、長さ1.3Gm、 直径0,9cm、 孔径0.15cm。 色調は濃緑色⑤片方の面に

剥離痕が残り、未研磨である。10は緑色凝灰岩製で、長さ2.2Gm、 直径0.5cm、 孔径0.1～ 0.3cm。

色調は灰緑色。

また、石室掘り方覆土内より縄文時代の遺物が混入してお り、11は縄文時代早期の土器で口

縁部破片であるc櫛歯状工具による条線をたて及び横方向に引き、また、刺突文も見られる。

12は黒曜石製の石鏃で、長さ1.lcn、 幅1.Ocm、 厚さ0.3cmである。

第 4節 まとめ
調査の結果、縄文時代早期の土坑 1基、古墳の石室 1基が発見された。この地域は、これま

で発掘調査を行う機会がなく、包蔵地ではあったものの詳しいデータがなく、さほど注目され

るような地域ではなかった。しかし、今回、調査を実施 した結果、貝殻腹縁文が施されたいわ

ゆる田戸上層式や縄文時代早期の上器が遺構に伴って出土したことは大きな成果といえるだろ

う。また、押型文土器も出土するなど、これまで豊富村でほとんど見つかることがなかった縄

文時代早期の土器がこの遺跡で見つかつたことは、この時期にこのあたりで人々が生活してい

た証であり、豊富村の歴史を解明する上で貴重な発見といえるだろう。

また、古墳の石室が山裾に近いこの遺跡から発見されたことも驚きであった。豊富村内では、

これまで宇山平や三星院裏山の上野原台地など4つの限られた地域で古墳群が形成されている

ことがわかっており、その他古墳と思われる小丘が散発的に築かれた程度である。確かに、前

田遺跡より北東に約450m下っていった台地に鎮座する御崎社の拝殿の小丘は、おみさきさん

古墳という古墳とされており、その吉墳を取 り囲む地域は横畑遺跡であり、古墳時代前・後期

の遺物もいくつか出土している。したがって、よくよく考えてみると、前田遺跡を取 り囲むこ

の一帯の歴史的環境からすれば、今回発見された古墳の存在は不思議ではなく、むしろ、当然

あった集落の首長の墓域の一部を発見したということになる。したがって今後の課題は、居住

域の発見ということになろう。

古墳の年代は、石室内から管玉 5点が出土した以外、土器など年代を明らかにするような遺

物は出土しなかったので、不明といわざるを得ないが、石室が無袖で、規模も縮小化の様相が

窺われるなどから考慮すると、 7世紀代の可能性が高いのではないかと想像されるが、あくま

で推測の域を出ないことを断つておく。
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第 3図 調査区全体図(1)
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第 3章 高部宇山平遺跡の調査

第 1節 調査に至る経過
東八代郡豊富村高部字伊勢塚に所在し、甲府盆地の南側に連なる御坂山塊から張 り出した曽

根丘陵の一角である宇山平と呼ばれる台地上の北端に立地する。

当遺跡内で個人住宅の建設が予定され、試掘及び一部調査区を拡張した調査を実施したc調

査面積は14♂である。

平成15年 7月 17日  発掘調査を開始

平成15年 7月 18日  発掘調査を終了

平成15年 7月 24日  南甲府警察署に遺失物発見届を提出

平成15年 7月 24日  山梨県教育委員会に発掘報告を提出

第 2節 調査方法及び基本層序
調査方法は、調査対象地に応じて 2× 2mの試掘坑を 2か所設定し、それぞれに 1～ 2区と

名づけて掘 り下げた。第 2区で遺構が発見されたので、調査区を拡張して遺構の検出に務めた。

基本層序は次のとおりである。地表から第Ⅱ層までの深さは30cm前後である。

第 I層 褐色土 (耕作土 ) 第Ⅱ層 明褐色ローム

第 9図 調査区位置図 (1/5,000)
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第 3節 検出した遺構と遺物
(1)第 2区の遺構と遺物

1号溝

第 2区の西側で確認され、西側を 2m、 南倶1を lm拡張して遺構の検出に勤め、その結果、

南北方向に延びる溝の一部であることがわかった。長さ260GHlで西側はさらに調査区外に延び

る。北側は調査区内で止まる。最大幅135cn、 深さ45clnであり、床面はほぼ平坦である。覆土

は黒褐色上、暗掲色土の 2層である。出土遺物は、大小各 1点、計 2点の弥生時代後期の壺が

並ぶかのように横倒しされて出土した。大きい方が北側、月ヽさいほうが南側に位置する。いず

れも顎部より下は完形であるが、口縁部が欠損している。内面は頸部の幅が狭 く、観察できな

いc

lは底径7.Ocm、 残存高29.8cm、 胴部最大幅は25.4cm。 色調は薄褐色、胎土は密である。口縁

部は欠損している。外面は頸部に縄文原体を転がし、縄文文様で全周する。胴部はヘラミガキ

調整で、1同部の最大幅付近に煤が全周して付着している。

2は底径6.Ocm、 残存高13.8cm、 胴部最大幅は11.6cmc色調は赤褐色、胎土は砂粒を含む。口

縁都は欠損 している。外面は顎部に 2本の押し引きされた平行沈線を巡らし、胴部はハケメ調

整で、底都は木葉痕が残る。内面は顕部の幅が狭 く、観察できない。

第 4節 まとめ
調査の結果、弥生時代後期の溝 1条が発見された。大小 2個の弥生時代後期の口縁部を欠損

した壺が出土した様相からこの溝は、方形周溝墓の一部と考えられる。高部宇山平遺跡では、

これまでの数回にわたって行われてきた調査の中で、時期は下るが、古墳時代前期の方形周溝

墓群が今回の調査地の道を挟んだ南西側の畑地より検出され、また、調査地の隣接する西側は、

伊勢塚古墳と呼ばれる円墳が現存しているなど、調査地付近は、墓域の性格が強い感がある。

そして今回の弥生時代にさかのぼる方形周溝墓の発見は、高部宇山平遺跡の弥生～古墳時代の

様相を明らかにしていく上での貴重なデータとなり、この時期の宇山平一帯を治める首長の存

在を窺わせる発見である。おそらく、そうして代々の首長が力をつけていった結果、 5世紀後

半になると王塚古墳を築くまでの強大な首長の輩出を現実化していつたのかもしれない。

―-11-



道

第10図 調査区全体図

第11図 出土土器
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BllS 褐ヨと しまりなし 耕作土
明褐色土 ロームと しまりあり

r rn】

1区 南 饉 土 層

第12図 土層図

第13図  1号溝

I 褐色と しまりなし 耕作上
ユ 明褐色上 ロームと しまりあり
1 黒褐色上 しまりなし 褐色土食
2 暗褐a上 しまりあまりない
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第 4章 駒平遺跡の調査

第 1節 調査に至る経過
東八代郡豊富村木原字駒平に所在し、甲府盆地の南側に連なる御坂山塊から張り出した曽根

丘陵の一角である駒平と呼ばれる台地上に立地する。

当遺跡内で個人住宅の建設が予定され、試掘調査を実施した。調査面積は4.5∬である。

平成15年 7月 22日  発掘調査を開始

平成15年 7月 22日  発掘調査を終了

平成15年 7月 24日 南甲府警察署に遺失物発見届を提出

平成15年 7月 24日  山梨県教育委員会に発掘報告を提出

第 2節 調査方法及び基本層序
調査方法は、調査対象地に応じて1.5× 1.5mの試掘坑を2か所設定し、それぞれに 1～ 2区

と名づけて掘 り下げた。基本層序は次のとおりである。地表から第Ⅲ層までの深さは20cm前後

である。

第 I層 褐色土 (盛土 )

第Ⅲ層 黄褐色ローム
第Ⅱ層 褐色土 (耕作土 )

第 3節 まとめ
調査の結果、縄文土器片が数点出土したが、遺構は出土しなかつた。

第14図 調査区位置図 (1/5,000)
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2,7.|

第15図 調査区全体図

281.0

Ｉ

Ｉ

皿

１

1区 北 壁 土 層

褐色上 固くしまる 操やスレート含む
禍色上 しまりあリ ローム土含む
黄褐色上 しまりあリ ツフトローム
黄褐色土 ノフトロームと褐色上が混入

2区 北 壁 土 層

t颯 I

盛土

撹乱の覆土

第16図 土層図

― 15-



第 5章 横畑遺跡の調査

第 1節 調査に至る経過
東八代郡豊富村大鳥居宇横畑に所在し、甲府盆地の南側に連なる御坂山塊から舌状に張り出

した曽根丘陵の台地上に立地する。

当遺跡内で個人住宅の建設が予定され、試掘調査を実施した。調査面積は12ポであるc

平成15年 8月 20日  発掘調査を開始
平成15年 8月 20日  発掘調査を終了
平成15年 8月 21日  南甲府警察署に遺失物発見届を提出
平成15年 8月 28日  山梨県教育委員会に発掘報告を提出

第 2節 調査方法及び基本層序
調査方法は、調査姑象地に応じて 2× 2mの試掘坑を 3か所設定し、それぞれに 1～ 3区と

名づけて掘 り下げた。基本層序は次のとおりである。地表から第Ⅲ層までの深さは40～ 50cm前

後である。

第 I層 褐色土 (耕作土 ) 第Ⅱ層 黄褐色ローム

第17図 調査区位置図 (1/5,000)
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第 3節 検出した遺構と遺物
(1)第 1区の遺構と遺物

1号土坑
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第 1区の西側で確認され、東側は 1号ピットに切られている。平面プランは楕円形を呈する。

東西幅90cnl、 南北幅70cm、 深さ20Gmを測 り、床面はほぼ平坦である。覆土は褐色上の 1層であ

る。

出土遺物は、主に縄文土器の破片が出土している。 1は沈線区画内に縄文 R、 2は糸電文地で、

口縁部に 2段の刺突文列。 3は沈線区画内に押引文。 1～ 2は縄文時代中期後半、 3は縄文時

代中期前半と思われる。

1号小穴

第 1区の東側で確認され、ほぼ円形を呈 している。東西幅70cII、 南北幅60cnI、 深さ20claを 測

る。床面はほぼ平坦で東側にテラス状の段を持つ。覆土は褐色土と暗褐色土の 2層である。出

土遺物はない。

321.e

l区 北 壁 土 層

2区 北 壁 土 層

I 掲色上 しまりなと 耕作土

32`θ

(mう

3区 北 壁 上 層

第19図 土層図

ガ
淋

十

l号小穴

A                            B
32とお

l 褐色上 しまりなし ローム粒含む
2 褐色土 しま りややあリ ローム粒含む
3 褐色上 しま りあまりなし ローム粒含む

(れ ,

第20図  1号土坑・ 1号小穴
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遺構外の I層 より縄文時代中期後半の土器破片が出土 したc4は日縁部に蛇行隆線をめぐら
す。 5は刻み目を入れた隆線。 6は縄文。 7は条線地に隆線。 8は沈線文。9は縄文地に隆線。

10はハの字文。

(2)第 2区の遺物

遺構外の I層より縄文時代中期後半の土器破片が出土 した。11は縄文地に隆線。12は半裁竹

管による条線。13は縄文RL。

(3)第 3区の遺物

遺構外の I層 より14の四石が 1点出土した。現存長9,3GHl、 幅7.Ocm、 厚さ5.Ocmを測る。安山

岩製で両面に窪みが見られるc

141 表採遺物

15は条線地に蛇行隆線。16は沈線区画内に条線文。17は条線文。18は沈線区画内に条線。19

は土製円盤で長さ2.9cm、 幅3.4cll、 厚さ0,5～ 0.7cmを測る。外面は無文である。20・ 21は須恵

器甕の破片で、いずれも色調は灰色、焼成は良好、胎土は緻密。外面は平行タタキメ、内面は

ナデ調整である。22は寛永通費で、腐食が激しく文字が読みづらい。

第 4節 まとめ
調査の結果、土坑が 1基、月ヽ穴が 1基が出土した。 1号土坑から縄文土器の破片が数点出土

したが、恐らくは混入品と思われ、時期は 1号小穴とそんなに変わらない時期のものと思われ

る。今回の調査地より南側に隣接した村道大鳥居線建設に伴う調査の際、中世末のものと思わ

れる土坑・ピット群が出土しており、今回の土坑やガヽ穴もそれらと同時期のものではないかと

思われる。

また、遺物としては、耕作土中より糸亀文時代中期後半の上器が出土し、その他、古墳時代後

期の須恵器甕の破片や江戸時代の寛永通費など各種時代の遺物が表採できた。

―-20-



第 6章 前田遺跡の調査

第 1節 調査に至る経過
東八代郡豊富村大鳥居字前田に所在し、甲府盆地の南側に連なる御坂山塊から舌状に張り出

した曽根丘陵の一角である山裾の台地上に立地する。

当遺跡内で中山間地域整備事業による国場整備事業が計画され、平成14年度より継続して試

掘及び一部調査区を拡張した調査を実施した。調査面積は141ドである。

平成15年■月27日  発掘調査を開始

平成15年 12月 2日 発掘調査を終了

平成15年 12月 5日 南甲府警察署に遺失物発見届を提出

平成15年 12月 5日  山梨県教育委員会に発掘報告を提出

第 2節 調査方法及び基本層序
調査方法は、調査対象地に応じて 2× 2～ 16mの試掘坑や トレンチを10か所設定し、それぞ

れに13～ 22区 と名づけて掘 り下げた。基本層序は次のとお りである。地表から第Ⅲ層までの深

さは20-50cm前後である。

第 I層 褐色土 (耕作土 )    第Ⅱ層
第皿層 黄褐色ローム       第Ⅳ層
第V層 明責色ローム (いわゆる鹿沼土 )

褐色土 (V層の上がプロック状に混入 )

暗黄褐色ローム
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第22図 調査区位置図 (1/2,500)
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第 3節 検出した遺構と遺物
(1)第 18～ 20区の遺構 と遺物

1号溝

第18～ 20区 にわたり確認され、東西方向に走る溝である。当初、18区で幅35～ 65cm、 深さ15

cln前後の溝が確認され、その溝の範囲確認をするため、19区、20区の調査区を設定し、19区で

は、幅30cm、 深さ 5 cm程度の溝が確認され、20区内では、調査区内の南側にある撹乱で削平を

受けていた。20区内での溝の幅は不明であるが、深さは20cnl程である。溝の範囲を確かめよう

と21・ 22区 を設定して掘 り下げたが確認できず、古墳の北側及び東側では溝は作られなかった

のか、後世の削平を受け、消滅したのかは不明である。覆土は褐色土である。

出土遺物は、18ト レンチでの溝の覆土内より須恵器の破片が 1点出上した。

本溝は14年度の調査で確認された石室に伴う古墳の周溝と思われる。時期がわかるような副

葬品等の出土遺物がないので、年代は不明である。北側の溝が確認できなかったので詳細な規

第 14区

LErrr持 ~―
一 ― 引

tm)

第23図 調査区全体図(1)

第15区
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第24図 調査区全体図(2)
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模は不明だが、築造当初はおそらく10m前後の円墳で、西側に開口した横穴式石室を主体部と

するものだったと思われる。

第 4節 まとめ
調査の結果、古墳の周溝 1条が発見された。この溝は、平成14年度に実施された調査で発見

された古墳石室に伴うものと思われる。これらの調査で古墳の全容が解明できるかに思われた

が、溝の残存度が悪く、古墳を1周するような形では確認できず、それは溝の一部が残つてい

たのが確認されたということなのか、それともゴヒ側及び東側で確認することができなかったの

で、元々、この部分での周溝の掘削が行われなかったのかは、不明である。しかしながら、こ

れまで発掘調査を行う機会がなく、包蔵地ではあったものの詳しいデータがなく、考古学的に

は、さほど注目されるような地域ではなかった大鳥居地区の山裾地域で、古墳が発見されたこ

との意義は大きく、前田遺跡の北側にある横畑遺跡でも古墳時代後期の上器が出土しているこ

辞 諦___/二

E~｀ (__す 生
aξ a,1 86住〕

~~~、

く __十 ~

第25図  1号溝
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とから、この周辺のどこかで集落が営まわれていたと思われ、古墳時代の豊富村の歴史を語る

重要な資料を今回の調査で得た結果となった。

サ

第26図  1号溝 。1号石室・ 1号土坑 (14・ 15年度 )
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第 7章 熊野原遺跡の調査

第 1節 調査に至る経過
東八代郡豊富村浅利字熊野原に所在し、甲府盆地の南側に連なる御坂山塊から張り出した曽

根丘陵の台地上に立地する。

当遺跡内で中山間地域整備事業による圃場整備事業が計画され、試掘調査を実施した。調査

面積は164♂である。

平成16年 2月 16日 発掘調査を開始

平成16年 2月 21日  発掘調査を終了

平成16年 2月 26日  南甲府警察署に遺失物発見届を提出

平成16年 3月 15日  山梨県教育委員会に発掘報告を提出

第 2節 調査方法及び基本層序
調査方法は、調査対象地に応じて 2× 2～ 19mの トレンチを6か所設定し、それぞれに 1～

6区 と名づけて掘 り下げた。基本層序は次のとおりである。地表から第Ⅱ層までの深さは30～

50cm前後である。

なお、第 6区付近では、第Ⅱ層のロームは見られなくなり、耕作により削平を受けたものと

思われる。

第 I層 褐色土 (耕作土 )

第Ⅲ層 暗褐色土 (地山 )
第Ⅱ層 黄褐色ローム (地山)

第27図 調査区位置図 (1/5,000)
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第 3節 検出した遺構と遺物
(1)第 3区の遺物

1は I層 より出土。色調は橙褐色で、外面は条痕文が施されている。器種は壷か。時期は弥

生時代中期前半であろうか。

(2)第 5区の遺構と遺物

1号溝

第 5区の中央やや南側で確認され、南北方向に走る溝である。幅120cln前後、深 さ60clll。 壁

面は、南側はほぼ垂直に立ち上がり、北側も急な立ち上が りである。床面は平坦である。覆土

は黒色土と暗褐色上の 2層である。

出土遺物は、図示できないが、時期不明の上師器底部や土器破片、黒曜石片が各 1点ずつ出

土した。

2号溝

第 5区の中央やや北側で確認され、東西方向に走る溝である。幅115cm、 深さ45cm。 壁面は、

急な立ち上がりを持つ。床面は東側に向かって上がっていく。覆土は黒色土と暗褐色上の 2層

である。

出土遺物は、時期不明の土器破片が 1点 と黒曜石片が 2点出上したc

その他、 I層の耕作土中より5× 4 cHl程の黒曜石片が 1点出土 しているc

第 4節 まとめ
調査の結果、時期不明の溝が 2条発見された。 2本の溝は、覆土の様相、溝が走る方向等か

ら見て同一遺構 と思われ、方形周溝墓または古墳の周溝と思われる。

熊野原遺跡の西端は、三珠町との町村境界になるが、三珠町側の境界際には大塚古墳がある。

全長約61mの帆立貝式古墳であり、多数の鉄製品を副葬品に持ち、また古墳の周溝などから円

筒及び形象埴輪が出土しており、本古墳は、 5世紀後半から6世紀初頭の築造とされる。この

一帯には大塚古墳を中心としていくつかの古墳が分布しており、北原古墳群と称 している。こ

の北原古墳群と熊野原遺跡は、同じ台地の平坦部に立地しており、その範囲は重なる部分が多

いのではないかと考えられる。おそらく後世の耕作で削平を受けた古墳もあったに違いなく、

今回発見されたこの溝は、時期が不明なために大塚古墳 と時期が同一となるかわからないが、

いつの時代にか盛土を失った墳墓の周溝と思われる。
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第 8章 原遺跡 。東原遺跡の調査

第 1節 調査に至る経過
原遺跡は東八代郡豊富村関原字原他、東原遺跡は東八代郡豊富村木原字東原に所在し、いず

れも甲府盆地の南側に連なる御坂山塊から張 り出した曽根丘陵の台地上に立地する。

両遺跡内で中山聞地域整備事業によるスポーツ公園造成事業が計画され、試掘調査を実施し

た。調査面積は164ドである。

平成16年 2月 25日 発掘調査を開始

平成16年 2月 26日 発掘調査を終了

平成16年 2月 26日 南甲府警察署に遺失物発見届を提出

平成16年 3月 15日  山梨県教育委員会に発掘報告を提出

第 2節 調査方法及び基本層序
調査方法は、調査対象地に応 じて 2× 2～ 19mの トレンチを6か所設定し、それぞれに1-

6区 と名づけて掘 り下げた。基本層序は次のとおりである。地表から第Ⅱ層までの深さは30～

50cm前後である。

なお、第 6区付近では、第Ⅱ層のロームは見られなくなり、耕作により削平を受けたものと

思われる。

第 I層 褐色土 (耕作土 )

第Ⅲ層 暗褐色土 (地山 )

第Ⅱ層 黄褐色ローム (地山)

第31図 調査区位置図 (1/5,000)
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第32図 調査区全体図 1)

―-31-



第 3節 検出した遺構と遺物
(1)第 5区の遺物

とは I層の耕作土中より出土c縄文時代晩期と思われる土器片で、 3本の平行沈線カヨ |かれ
ている。

第 4節 まとめ
調査の結果、遺構は発見されず、縄文時代晩期と思われる土器片が 1点出土したのみである。

第34図 出土土器

第33図 調査区全体図(2)
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(横 畑 遺 跡 )
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調 査 区 付 近 表 採 資 料
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2区 出 土 土 器

磯 ∞
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調査前風景(17～20区付近) 調査前風景(13～ 15区付近)
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(右側の小山は三珠町大塚古墳 )

1・ 2号 溝 確 認 状 況

2区 全 景

1号 溝 土 磨

2号 溝 上 層 出 土 土 器
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7区 全 景 出 土 土 器
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